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て.フォノン過程の寄与を示したグラフである｡ ここで r は静電エネルギー と熱エネルギーの
比 r:(ze)2/(ak8T)で rく178の時液相状患 , r〉178の時固相状腰である事がシミュレ
⊥ションからわかっているムここで aはイオン球半径である｡また Fig.4.5.6においては上側の
曲線が F.attic..下側の曲線が Fph｡n｡nをそれぞれ表 しているO
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江 口 真 一
【日的】
スピン偏橿していない低エネルギーの電子抜 くE≒10eV)をZn (Z=30)
原子接に衝突させ､その際の馳起発光スペクトル ('入-460-480Jlm)の偏
光特性について讃定した.この時の勧起発光のプtlセスを以下に示す.
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